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宮入貝の生態観察
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の流行地て，7地点をえらび，上記の如き実験採集を行

った。 A1並びに A2地区は田園I, B地区は溝と水田の

境界線並びにその流水中，C地区は田から常時水の流れ

こんでいる水たまり ，D並びにE地区はそれぞれ孤立し

た湿地， F地区はとれらの地域を縦貫する小川が釜無川

の本流に流れとむ地点である。

観察実験の期間中の気温は26°0～32°0を示し，述続 5

日聞に亘る実験をもとにして結果を求めた。

実験結果

実験結果は第1表に示されている。 A1並と？？に A2地

区は，それぞれ32mちく16m, lOm×l:lmの広さて，稲は

未だ結実前， 土質は壌土であった。水田をかこむ畦は 2

方或は 3万が石垣て，潅概用の溝から水が常にゆるやか

に水田中に流れとんでいた。 夕刻，A1地区には 104枚，

A2 地区には 32枚の鴻紙をそれぞれ 2m間l~Mに碁盤の目

第 1表 7地区に於ける実験結果

日本住血吸虫の中間宿主てある宮入員を撲滅する目的

て、，殺貝剤を使用した際，その前後におりる員の分布密

度の変動を適確に測るととが必要である。しかし，従来

の宮入貝の生態升布に関する観察の多くは，量的なもの

て、なく， 員を含んだ土壌どと簡にかけると，或は経験

に富んだ 採集者がピ ンセットて， 単位時間内に集めた

貝の数を調べて，員の密度を評価する方法が多く報告さ

れている。 宮入貝はその食d性として紙を好むことは，棲

息地の田圃におかれてある紙片に， しばしば貝が多く

附着しているζ とからも，容易に想像できる （杉浦，

ll:l33）。Wagnerら (1957）は宮入貝に，湿った漉紙を

与えて，優に一年間飼育できることを報告している。ま

た，との貝の消化器内に，セルラーゼのある乙とも理由

のないととではない（森ら，ll:l51:l）。従って，宮入貝の

棲息地に漉紙を放置すれば，貝の集まるととが期待され

るわけである。とのように，宮入貝が漉紙に集まる性質

を利用して，甲府地方の貝の棲息地て，その卦布密度を

調べる目的て，以下にのべる 2' 3の観察を行った。 採集した貝数鴻
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実験方法

すべての観察には，直径llcmの円形東洋漉紙（No.

1）を使用しそο これらの鴻紙を，田園内の水底，或は

潅瓶用溝の土手に沿って放置した。放置後，間もなく貝

は漉紙に定い寄り ，その上に一晩中そのままでいること

が多くみられた（写真 し 2）。翌朝，ζ れらの瀦紙を

静かに取り上げ，i慮紙に集まっている貝の数を記録した。

このような方法て集めた貝を計測し，殻長に従って，成熟

貝（5.0mm以上〉，幼若貝（2.5mm～ 5.0 mm), 稽貝

(2.5 mm以下〉 の 3期に分けた。

ll:l58年夏，山梨県答無川流域の今諏訪並びに八回両村 。
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KAZUO MORI, KENICHI OKAJ¥在OTO, TSUKO 

NAKAGOME & KENICHI SUGIURA: Observations 

on the habitat of Oncomelania nosoρhora with filter 
paper (Department of Medical Zoology, Showa 

Medical School, Tokyo) 本貝の集まっていた滞、紙数を表わす。
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写真 1 稲田におかれた鴻紙 写真 2 穂、紙に集まった宮入貝

写真 3 流水に浮べた滞、紙 写真 4 写真3に示したものの一例

宮入貝が集まっていることを示す

地L 区

A 北→東
1 北→南

南→北

A 東→西
2 西→東

東→西

第 2表漉紙 1枚当りに集まヲた貝数

7J＜の取入口からの距離 （ml

0 0.5 1 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 

4.6 

11.0 

3. 2 5. 8 13. 2 6 . 8 8. 0 1. 8 3 . 8 1 . 4 1. 4 0. 6 0 .4 0 0 0 0 0 

2.2 4.6 3.0 3.2 6.0 4.8 0 0 0 

19.6 7.2 2.6 4.4 

7 2 1.2 1.8 4.0 2.4 1.0 2.2 

13.4 5.6 4.4 

21.4 10.0 1.8 12.0 
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第1図 A1地区の貝の分布密度

•= i慮紙に集まった貝 1 匹
×：貝の集まらなかった漉紙 － l m 

第3図 B地区の具の分布密度

．： 鴻紙に集まった貝 1匹

×：貝の集まらなかった源、紙

a, b, c, d並びに e は流水中に放置

した木片を表わす。

、γ 斗！：

~！l! i ;f 11 

止

た。 1切れの木片の全面？と 3枚分の瀦紙を張りつけ，そ

の一端を紐て岸に固定して，流水中に浮べ，流水中の貝

の存在を調べた。とのような 5切れの木片を用いた結

果，成熟貝39匹，幼若貝 5匹，稚貝40匹きと採集するとと

ができた。採集された貝の大部分は，木片の；J1面の鴻紙

に附着し，1日鴻紙l枚に集まる貝の最大数は 2.7匹て

あった。とのととは，成熟員，幼若貝或は手段貝が流水中

に浮世寄漂流していることを示している。

C地区は，流速0.25m/secの水が流れとむ，底に石の

ある水たまりである。その水深は20cm～30cm位，流れ

の入口附近は幅 2m，水たまりの面積は約20m2であっ

た。従って，植物は殆んど生育していなかった。との水

たまりの岸に沿って，52枚のり草紙を 1晩放置し，観察実

験の結果，員は水たまりの周辺に沿って棲息しているこ

とがわかった。特に，流水の突き当る岸に多数の員がみ

いだされた。 1日鴻紙 l枚に集まる貝の最大数は 8.6匹

てあった。

D及びE地区は，水田からかなり離れた漉地て， Dは

釜無川の堤防内に，Eは堤防タトにあった。また釜無川の

木流が，直接D地区に流入しており ，E地区の水は湧き

水である。それぞれの j湿地の周辺に，20枚の穂紙を置

き，実験観察したが貝を見いだすことはできなかった。

F地区は，流行地を縦貫する幅約 4mの小川て，その

流れの曲り角の地点にあたっている。流れは，この附近

て淀み，附近の田畑にあふれでいる。鴻紙46枚を，流れ

の両岸に沿って放置，翌朝回収観察した結果，流れの屈

ぺ；；；：： ・： I’↓ -_, ....・f・. IL 
Lぷ~γ，

－ i .. 

第2図 A2地区の貝の分布密度

．： 滞、紙に集ま った貝 1匹

×：貝の集ま らなかった鴻紙
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状におき，一晩放置し，翌朝，それらの鴻紙を回収，そ

札ぞれの漉紙に集まっていた貝の数を記録した。その結

果は，第 2表に詳しく示されている如く ，宮入貝は溝から

田に水の流れこむ水の取入口附近に多く棲息していた。

更に，水の取入口からの距離に従って，徐々にその数が

減少しているととがわかったく第 1図，第2図〉。 A1地

区ては，1日当り最も多く 1枚の漉紙に集まった貝数は

13.2匹， また ん地区のそれは 21.4匹であった。従っ

て，A2地区の貝の分布密度が，A1地区のそれよりもは

るかに大であるζ とが明らかにされた。

B地区ては，水の流れが 0.5m/secあるため，溝の両

岸に貝が多く集っていることがわかった（写真 3, d第

8図〉。 1日櫨紙 1枚に集まる貝の最大数は17.6匹てあっ

( 92 ) 



昭和 34年 8 月 (1959）〕

曲部附近に，数個の貝がみいだされたに過ぎなかった。

即：；，1日漉紙 1枚当りの員の最大数は 3.4匹てあっ

た。

以上，実験観察した 7地区の，環境並びに面積がそれ

ぞれ異なる点から，とれらの地区における員の好布密度

を直に比較検討するととは，はほからなければならない。

しかし，第l表に示される如く， A1,A2, B, C, D, E 

並びにF各地区における 1日当り鴻紙 1枚に集まる貝の

最大数が，それぞれ，13.2, 21.4, 17.6, 8.6, 0, 0 

．並びに 3.4てあり，更に，流水中ては 2.7であったとと

から， A2地区が他の地区に比較して，最も多数の宮入

貝が単位面積内に棲息していることが推測される。も

し，同一環境て，同じ面積の地区を調査する際には，貝

の分布密度は容易に比較しうると思う。例えば，同一環

境てある A1及び A2地区ては， A2地区における分布

密度が A1地区のそれよりも高いととは確認できる。

考按

宮入貝の棲息地における分布密度を明らかにするため

には，従来は quadrateによる方法がとられてきたO しか

し，とれは現地にあって実際に使用する場合，労力と時

間を費す点からあまり適当とは思われない。最近は，溝

に沿って一定間隔の地点を選ぴ，samplingするととが

しばしば行われている。とれは同一人が単位時聞にピン

セットて採集した貝の匹数を記録し， man-hour単位の

貝数として表わされている （McMullenら，1951; OH-

vier, 195q ; Ritcl由， 1955 ; Olivierら，1956）。周知の

如く，との man-hour法は採集者の生理条件に非常に

左右され，また，採集者は小さな員よりも大きな員を集

めがちであり，更に，約 3mm前後以下の貝をしばしば

み落す恐れが多牙にある。新しく騨化した貝は，との方

法て採集するにはあまりに小さすぎ，そのためえられた

結果を適確に評価するととは誠に困難である。更に，と ・

礼らの方法を行った地区の生物環境は，そのため破壊さ

れるので，再度繰り返して，貝の分布密度を調査するζ

とは不可能となる。

本報告では，貝の分布密度を評価するための新しい採

集方法を紹介した。即ち一定時聞に漉紙に集った貝の数

を用いて，貝の牙布密度を決める方法てある。これは貝

が漉紙を好む性質を利用したものである。このような漉

紙法によると，漉紙を実験地に放置した場合，漉紙に集ま

った成熟員，幼若貝は勿論稚員を含むすべての時期の貝

が採集てきる利点がある。実際，この方法て殻長がわず

545 

か 0.6mmの貝を多数採集することができた。

また，鴻紙の半分を水中に浸しておいた場合，水面上

並びに水面下の漉紙の両部升にそれぞれ異なった時期の

貝が集まることがわかった。

更に， Standen(19 51）並びに Sandground(1955) 

の記載した方法に従って，表面に澱粉を塗つ芝浦紙を用

いてみた。即：；，澱粉とアルギン酸ソーダを含む溶液中

に穂紙を浸し， CaCI2溶液中て凝固後乾燥させたもので

ある。との 澱粉漉紙を用いた際，上述のj慮、紙よりも，

1.29倍多くの貝を集めうることがわかった。

上述の如く，瀦紙法によれば，貝の数は従来諸研究者

の用いた方法よりも，正確に表わすととができ，更に，

との方法は容易且簡単で，しかも同時に広範囲の地域に

利用てき，鴻紙の他に，特別の器貝も必要としない。人

為的な要因から生ずる誤も少なくてすむ利点がある。山

烈県の日本住血吸虫症の流行地に置かれた漉紙上には，

大小の宮入貝は勿論のとと，ものあらがい，かわにな，

ひらまきもどき等も集まっていた。

このi慮紙法を使用すれば，特に幼若貝と稚貝を含めた

宮入貝の牙布密度の季節的変動、，殺貝声jの使用後の宮入

貝の数の減少によりそめ効果の判定が，より容易に且つ

正確に表わしうるであらう。乙の方面の実験は，目下甲

府地方の流行地て行ないつつあるので，他日報告するつ

もりである。

結論

1958年夏，山梨県甲附近郊の今諏訪，八回両村の流行

地において 7地区を選ぴ，穂紙を用いた新しい採集方法

により ，宮入貝の生態観察を行った。 7地区は，水田，

f装紙用溝， 7Jてたまり並びに湿地であった。貝の分布密度

は，永田特に潅概用溝から7.k.の流れこんでいる入口附近

が他の実験地区よりも大て‘あったO 漉瓶用溝を流れる流

水中にも少数の宮入貝が発見された。しかし，湿地には

発見されなかった。員の棲息地の観察結果は従来の研究

者により報告されている如く，貝が濯概用水によって運

ぼれてくる可能性のあるζ とをl暗示している。木報告で

用いた新しい憾紙法は，野外における正確な貝の分布密

度を得るのに適しているのですすめられるべきであると

思う。
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Summary 

Habits of Oncomelan£a noso1りhorawere observed 

by a new method using五lterpaper in the endemic 

areas of schistosomes. Observations were made in 

seven selected stations, such as rice fields, an ir-

rigating ditch, a pool and two swamps, in Kofu 

District, during summer months, 1958. Snail 

population density was higher in rice fields, es-

pecially around the entrance of water from ditches, 

than other places tested. A few snails were found 

numerously at the opposite side of water entrance. 

No snail was found in swamps. Thus observations 

made in the field suggested that snails may be 

delivered with water by irrigation as stated by 

previous investigators. The filter paper method 

will be commended to measure the accurate snail 

population density in the field. 




